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近
川
れ
枇
恥
日
火
ょ
に
於
げ
る
一
白
蛇
↓
授
の
地
位
。
近
世
一
肱
曾
史
上
に
於
げ
る
百
姓
一
撲
の
地
位長
谷
JI{ 
-P. 
也
美
緒
雷
へ
1
グ
ル
「
開
史
刊
早
」
の
粉
飾
で
あ
り
、
且
つ
持
の
股
火
の
功
杭
と
一
五
ふ
べ
き
は
、
へ
1
u
v
ル
は
、
凡
て
人
類
の
保
山
氏
を
準
化
の
過
税
と
し
℃
け
ん
た
と
い
ふ
閉
で
あ
ら
う
。
即
ち
一
、
間
決
附
物
論
は
、
一
切
の
限
史
を
「
不
合
却
と
恭
助
の
推
杭
」
と
見
た
に
反
し
て
、
ヂ
ル
刊
取
は
、
円
然
界
、
時
史
M
件
、
知
則
州
界
”
の
制
て
を
一
仰
の
泊
税
な
り
と
し
、
そ
の
問
に
出
化
の
法
則
を
殻
比
ぜ
ん
と
し
た
。
こ
の
臨
史
問
の
巾
に
こ
そ
限
的
別
的
問
と
し
て
の
脱
皮
干
の
や
一
八
仰
が
布
る
の
で
あ
っ
て
、
昂
党
、
限
史
研
究
の
主
嬰
目
的
は
、
人
矧
共
存
生
活
の
間
半
を
辿
っ
て
、
そ
れ
が
現
出
世
化
の
問
問
そ
明
か
に
す
る
と
一
民
ふ
事
で
あ
る
。
而
し
て
都
町
、
従
来
の
際
史
研
究
は
此
の
研
究
方
針
に
犯
つ
℃
長
H
A
の
地
北
川
ー
を
成
し
山
市
っ
た
と
一
足
ふ
取
が
川
派
ょ
う
。
が
併
し
、
市
私
は
、
従
来
の
郎
氏
の
研
究
方
扶
上
に
貫
太
な
根
本
的
誤
謬
を
間
め
ぎ
る
を
件
な
い
。
そ
れ
は
、
在
来
の
服
史
研
究
は
主
と
し
て
、
比
の
時
代
々
h
O
支
配
階
級
に
闘
す
る
も
の
の
み
に
日
除
さ
れ
て
ゐ
た
と
一
同
ふ
訴
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
従
来
の
研
究
に
よ
る
は
洲
出
史
は
、
τ刊
の
正
出
活
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
如
合
川
訂
「
英
雄
」
の
仲
間
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
お
踏
に
悲
く
「
戦
争
」
の
記
鈴
で
あ
っ
た
Q
口
・
木
川
川
氏
も
亦
、
初
川
、
叫
臣
、
脳
川
町
叩
の
支
配
附
般
に
附
す
る
限
り
の
叙
辿
と
、
北
ハ
の
削
に
結
え
北
y
惹
起
さ
れ
た
内
争
の
年
代
去
に
逝
ぎ
な
か
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
、
斯
か
る
限
り
そ
の
庇
此
は
、
眼
に
逝
去
の
枇
合
静
態
の
一
一
山
的
研
究
た
る
に
止
ま
り
、
枇
合
組
織
金
問
の
鎚
州
地
盤
化
を
有
機
的
に
、
岳
町
的
に
説
明
し
た
も
の
と
は
一
試
ひ
符
な
い
だ
ら
う
。
「
在
来
の
一
切
の
脱
皮
は
、
附
級
闘
争
の
隈
史
で
あ
る
。
」
凡
そ
、
支
配
、
被
支
配
の
附
附
級
が
釣
立
す
る
支
配
枇
舎
に
あ
っ
て
は
、
被
支
配
附
級
は
常
に
持
の
枇
合
に
於
け
る
唯
一
の
生
陪
附
紋
と
し
て
現
は
れ
る
。
従
っ
て
共
の
時
代
の
準
化
稜
展
の
尺
皮
と
な
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
被
支
配
附
級
の
文
・
削
附
純
に
釣
ナ
る
「
附
級
闘
争
」
自
問
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
附
附
放
の
封
立
凶
係
は
、
唯
一
の
生
産
附
級
と
し
て
の
被
支
配
附
級
の
生
康
力
の
泊
長
に
伴
っ
て
或
は
礎
化
し
、
戒
は
軟
化
し
、
而
か
も
説
枇
A
W
は、
こ
れ
に
依
っ
て
推
践
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
が
今
「
百
姓
一
段
」
に
附
す
る
一
卑
見
を
越
べ
ん
と
す
る
の
窓
も
亦
設
に
校
る
の
で
あ
っ
て
、
従
来
車
な
る
「
恭
助
」
と
し
て
抑
制
さ
れ
、
戒
は
引
が
近
怯
史
上
に
於
げ
る
偶
環
的
な
附
随
的
要
誌
と
し
て
宥
泊
さ
れ
て
ゐ
た
百
姓
一
換
が
、
資
は
二
百
六
十
除
年
の
否
が
闘
封
建
時
代
に
於
け
る
最
も
赤
裸
々
な
、
設
も
大
仕
掛
け
な
、
そ
し
て
最
も
尖
鋭
化
し
た
被
支
問
附
級
ハ
内
山
氏
）
の
支
配
附
級
（
武
士
断
続
）
に
到
す
る
闘
争
の
足
跡
で
あ
っ
て
、
推
間
経
桝
時
代
陀
於
て
は
、
所
間
浪
人
問
題
と
し
て
硯
は
れ
、
現
代
資
本
主
義
枇
合
に
於
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
活
動
と
し
て
判
明
は
れ
た
附
の
支
配
附
係
が
、
封
拙
枇
合
に
於
て
、
百
姓
一
授
の
現
象
形
態
を
採
っ
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
、
と
一
民
ふ
意
味
に
於
て
、
五
日
が
封
砲
枇
品
目
の
臨
史
を
、
間
掛
史
を
研
究
せ
ん
と
す
る
者
の
断
じ
て
快
除
す
る
可
か
ら
ざ
る
主
裂
な
研
究
針
象
で
あ
る
と
忠
枕
し
た
結
果
で
あ
る
。
次
に
、
私
が
此
践
で
「
近
世
枇
合
史
上
に
於
け
る
行
舵
一
挽
の
地
位
」
を
論
ぜ
ん
と
す
る
の
は
、
近
来
、
書
ぶ
ベ
・
4
u
w
引
に
比
較
的
手
戸
数
の
人
A
が
訂
姓
一
段
の
研
究
を
成
し
採
り
つ
h
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
間
か
も
そ
の
多
く
が
世
に
m
単
純
な
る
出
紅
品
刊
紙
A
M
H
史
上
じ
於
り
あ
有
姓
一
挨
の
地
位
五：
｝
迎
仙
机
枇
骨
川
山
y
，
上
に
於
げ
る
汀
仙
川
一
授
の
地
位
Ji. 
料
的
感
仙
の
約
め
に
、
戒
は
尻
町
的
出
仙
川
の
叫
に
百
地
一
同
日
ω根
本
的
性
伐
を
曲
解
し
、
折
向
有
立
誌
な
史
慌
を
M
…
意
義
な
間
航
な
ま
も
の
た
ら
し
め
、
中
心
知
県
「
百
世
一
悦
」
に
府
妙
な
枇
合
史
上
に
於
け
る
地
位
を
附
射
し
て
ゐ
る
も
の
の
如
く
汚
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
百
姓
一
撲
と
社
曾
史
的
意
義
北
に
川
比
一
伊
、
と
式
ふ
の
は
、
知
川
一
一
百
」
ハ
十
除
年
の
封
建
治
下
に
於
て
、
被
文
配
附
級
た
る
堤
民
が
、
そ
の
封
建
的
支
配
附
係
よ
り
し
て
必
然
的
に
生
十
る
m泊
背
仰
を
排
除
制
減
せ
ん
が
た
め
に
、
或
は
強
一
仰
の
手
段
を
採
り
、
或
は
越
市
逃
散
の
手
段
に
よ
り
、
積
極
的
又
は
的
倒
的
に
文
町
山
川
紋
た
る
武
士
川
純
に
釘
し
℃
臼
術
抵
抗
を
な
せ
る
話
法
的
問
問
活
動
で
あ
る
＠
円
姓
一
段
の
本
質
を
訓
併
す
る
持
に
は
昨
然
例
・
4
0
司
院
を
却
制
に
分
析
し
、
そ
の
特
性
共
温
性
を
抽
尚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
識
で
あ
る
が
、
此
鹿
で
は
総
括
せ
る
滋
味
の
一
山
川
…
焼
に
此
℃
愉
や
る
だ
け
で
充
分
と
川
山
ム
。
百
比
一
時
JC枇
A
W史
的
に
見
み
な
ら
ば
、
そ
れ
は
文
町
制
係
を
制
仲
と
す
る
徳
川
時
代
の
中
央
集
桃
川
封
建
枇
舎
の
師
提
地
税
に
於
て
預
生
し
た
必
然
的
叫
a
吹
で
あ
り
今
と
一
民
ふ
市
が
出
来
る
。
即
ち
拙
川
封
辿
枇
A
M
H
に
あ
っ
て
は
、
武
士
附
紋
と
山
泌
氏
と
れ
U
支
配
闘
係
が
そ
の
ま
砲
と
な
り
、
所
川
「
米
地
ひ
白
杭
抑
」
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
武
士
附
紋
の
川
町
、
民
に
封
ず
る
統
制
は
全
く
「
農
は
約
な
り
」
と
死
た
ね
絞
に
、
生
、
ぎ
一
五
ふ
柏
町
的
支
配
川
山
却
に
ゆ
中
披
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
昇
平
夜
話
に
見
え
る
荒
川
官
上
な
の
「
拙
村
の
百
姓
宍
は
、
ぬ
慌
に
も
A
H
貼
設
し
、
牧
納
巾
付
」
ハ
日
本
統
間
指
古
都
‘
一
容
二
一
一
一
八
瓦
）
叉
、
本
位
仇
刊
に
あ
る
「
百
姓
は
天
下
の
根
木
也
、
円
M
’T
泊
る
に
法
市
光
一
人
々
々
の
川
地
の
境
目
を
能
立
、
抱
一
年
の
入
用
作
用
立
を
つ
も
ら
せ
、
共
訟
を
年
一
λ
に
牧
む
べ
し
、
行
姑
は
財
の
蝕
ら
ぬ
殺
に
不
足
な
き
椛
に
治
む
る
事
前
な
り
い
ハ
白
木
町
抗
的
控
訴
部
一
容
十
九
抗
）
設
は
、
帥
見
氏
の
「
胡
怖
の
油
と
百
姓
は
絞
れ
ば
絞
る
ほ
ど
出
る
も
の
な
り
」
培
の
す
現
は
全
く
尺
〈
町
時
の
統
制
欣
恕
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
出
木
博
士
の
言
は
れ
る
ご
と
く
ニ
れ
が
「
徳
川
創
業
以
来
の
政
筑
と
し
て
、
後
叶
仰
の
持
地
ナ
滑
が
、
恐
氏
の
諒
求
を
是
認
し
た
る
、
長
も
恐
る
べ
き
早
説
の
淵
源
」
と
た
っ
た
も
の
で
、
首
時
の
民
政
の
嬰
怖
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
問
か
る
搾
取
と
諒
求
公
認
の
治
政
下
に
あ
っ
て
、
「
名
主
長
百
姓
た
り
と
も
、
家
内
に
床
を
は
り
、
mM．P
一
吹
き
た
る
家
は
一
軒
も
な
く
、
男
女
共
に
身
に
は
布
子
と
一
五
ふ
も
の
を
清
し
、
細
川
W
を
致
、
誌
に
て
髭
を
京
ね
」
ハ
日
本
経
抑
設
許
部
二
一
容
二
一
－
一
八
瓦
）
舟
る
が
如
き
貧
苦
の
ど
ん
院
で
附
吟
に
坤
吟
を
続
け
て
ゐ
た
炉
、
民
が
、
あ
る
契
機
に
ぷ
ワ
か
る
と
そ
れ
が
一
つ
の
別
問
と
な
っ
て
、
続
然
、
領
主
佐
官
に
到
し
て
反
抗
を
試
み
る
に
王
る
と
い
ふ
ー
は
容
易
に
考
へ
ね
ら
れ
る
事
で
あ
る
。
従
つ
て
百
姓
一
時
の
根
本
山
間
は
、
即
ち
封
位
制
皮
そ
の
も
の
で
あ
る
と
一
試
は
ね
ば
な
ら
お
。
而
し
て
支
配
附
係
を
そ
の
棋
幹
と
す
る
封
控
枇
人
刊
の
存
在
は
、
即
ち
行
姓
一
投
雅
生
の
必
然
性
を
確
殺
す
る
刊
で
あ
る
。
L
 
次
に
百
姓
一
授
は
如
何
な
る
形
式
で
行
は
れ
た
か
と
一
五
ふ
な
ら
ば
、
此
出
に
二
つ
の
相
阿
川
る
形
式
を
川
市
げ
得
る
。
一
は
杭
極
的
に
恭
助
の
形
式
を
採
れ
る
も
の
で
、
・
二
は
越
一
山
越
散
と
一
民
ふ
刑
制
的
な
小
刀
法
比
よ
る
も
の
で
あ
ろ
o
削
ち
前
4
4
は、
己
等
の
暁
問
要
求
が
と
て
も
寺
市
一
棋
の
こ
と
で
は
聞
き
服
け
ら
れ
な
い
と
粁
た
場
合
、
徒
指
を
組
み
強
制
的
に
そ
の
問
ひ
の
加
を
押
し
辺
ほ
さ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
＠
地
方
凡
例
伶
に
一
山
ふ
「
犯
を
結
び
、
無
仙
悶
邸
中
立
」
つ
る
一
品
、
』
れ
で
あ
る
。
市
し
て
こ
の
際
一
摂
抵
は
、
武
器
と
し
て
乎
に
手
に
紙
、
跡
、
竹
桁
北
川
他
乎
あ
た
り
攻
泊
の
利
器
を
持
っ
て
、
市
川
机
を
抑
立
て
、
域
住
を
拐
げ
乍
ら
、
沿
道
の
村
氏
な
れ
合
し
兵
制
を
微
設
し
、
「a
小
計
削
れ
の
如
く
」
目
的
地
に
押
し
寄
せ
、
目
指
す
敵
の
攻
肢
を
破
｛
出
し
た
り
、
時
と
し
て
は
偵
主
世
官
を
拍
梓
」
叫
ん
は
殺
殺
す
る
の
で
あ
近
松
山
枇
合
史
上
に
於
げ
あ
白
位
一
授
の
地
位
li 
噌品
4n
品帆骨
u
史
上
に
於
げ
る
は
け
．
一
授
の
地
位
T
H．四
る
。
こ
れ
に
反
し
て
後
者
は
、
佐
限
強
一
訓
の
如
き
恭
力
に
滑
へ
る
事
無
く
、
起
訴
即
ち
代
表
汚
を
選
び
他
恨
の
飼
主
、
幕
府
の
大
官
に
直
訴
す
る
等
の
非
A
H
訟
的
右
訟
tr－
探
ろ
か
、
正
は
逃
散
印
ち
そ
の
有
印
負
拾
に
堪
え
切
れ
た
い
十
一
地
主
抗
て
て
、
よ
り
安
杭
の
地
を
求
め
て
間
関
を
机
ん
で
遇
亡
す
る
の
刑
制
的
時
抗
訟
を
採
る
か
す
る
の
で
あ
る
。
武
士
川
語
例
の
「
村
方
立
也
伎
を
越
は
と
申
す
」
が
こ
れ
で
あ
る。
勿
論
、
一
山
肢
の
形
式
は
側
々
の
場
合
陀
於
て
見
る
た
ら
ぱ
、
必
や
し
も
一
段
で
は
な
〈
多
少
の
主
呉
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
大
開
は
時
々
問
一
の
も
の
で
あ
る
と
官
ふ
取
が
出
来
よ
う
。
百
姓
一
撲
は
階
級
闘
宰
で
あ
る
上
辿
せ
る
川
川
一
地
伐
の
大
関
の
叫
念
に
依
っ
て
、
百
比
一
投
は
被
支
回
附
紋
と
し
て
の
法
M
ん
の
支
間
階
級
と
し
て
の
武
士
階
級
に
射
す
る
階
紐
闘
争
の
羽
は
れ
で
あ
る
と
す
ム
市
は
、
既
に
充
分
探
知
山
来
る
も
の
と
私
は
信
や
る
。
が
併
し
恩
師
山
本
博
士
は
、
百
姓
一
授
を
以
て
階
級
闘
争
と
す
る
に
民
的
の
設
を
持
っ
て
肘
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
明
か
此
市
出
に
「
九
牛
の
一
毛
」
的
拙
見
を
披
涯
し
て
見
た
い
と
問
山
ふ
口
刑
制
本
博
士
は
、
什
っ
て
雑
誌
「
一
肌
合
利
明
」
ハ
第
三
者
部
七
悦
）
に
「
日
木
杭
神
史
の
早
川
的
考
察
」
な
る
論
文
を
拐
枕
さ
れ
、
そ
の
中
に
云
っ
て
肘
ら
れ
る
、
「
十
六
世
紀
の
澗
也
に
於
る
一
投
は
ル
1
テ
ル
が
カ
ト
リ
ツ
グ
歌
人
げ
に
封
ず
る
攻
躍
を
開
始
す
る
や
否
や
、
始
ま
つ
た
も
の
で
、
ラ
イ
y
川
に
沼
ひ
ア
ル
ザ
ス
地
方
民
活
延
し
て
、
利
巡
の
中
央
ヘ
出
め
る
も
の
に
し
て
、
共
の
品
川
同
時
出
氏
の
生
活
枕
間
一
が
最
も
良
好
な
る
地
方
に
勃
挺
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
事
叩
は
枇
品
川
問
問
と
し
て
、
見
る
べ
ま
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
崎
山
も
先
づ
大
町
似
た
り
守
っ
た
り
の
現
説
で
あ
っ
℃
、
階
級
闘
争
の
中
町
で
あ
る
と
か
、
此
合
忠
却
の
材
殻
で
あ
る
と
か
、
近
枇
的
の
す
日
日
本
の
百
川
喋
を
以
て
車
引
附
脅
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
」
先
づ
博
士
に
よ
れ
ば
、
「
十
六
校
紀
に
於
る
狛
巡
の
一
挽
は
：
：
：
事
官
枇
合
同
組
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
」
で
は
な
く
、
従
っ
て
『
階
級
闘
争
の
半
間
で
あ
る
と
か
、
枇
合
思
想
の
勃
党
で
あ
る
と
か
」
い
ふ
べ
き
性
質
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
設
一
段
は
ル
ー
テ
P
ル
の
宗
教
改
革
運
動
が
初
ま
る
や
存
や
起
っ
た
も
の
で
、
「
辺
氏
の
生
前
欣
態
が
最
も
良
好
な
地
方
に
勃
致
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
私
は
、
既
に
こ
の
一
一
川
山
を
以
て
、
調
過
の
十
六
世
紀
に
於
る
一
段
が
、
「
枇
合
川
閣
と
し
て
見
る
ぺ
き
」
性
質
の
も
の
で
も
な
く
、
「
附
純
闘
争
の
中
間
」
で
も
、
枇
合
思
想
の
現
れ
で
も
な
い
、
と
し
て
命
断
ず
る
こ
と
は
川
来
な
い
と
思
ふ
。
私
の
考
へ
お
所
に
依
れ
ば
、
十
六
世
相
に
於
る
澗
池
の
農
民
一
段
ば
、
決
し
て
ル
1
テ
ル
の
宗
教
改
革
運
動
と
直
接
的
な
閥
係
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
〈
、
唯
一
五
一
七
年
に
於
る
ル
1
テ
ル
の
宜
臓
が
全
欧
州
各
岡
氏
の
心
中
氏
静
在
し
て
ゐ
た
民
抗
的
要
素
を
一
活
費
す
る
一
つ
の
契
t
機
応
な
っ
た
に
過
空
な
い
。
そ
の
誠
嶋
氏
、
ヘ
農
民
一
授
は
一
五
一
七
年
以
降
に
於
て
初
め
て
現
は
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
初
の
一
段
は
理
〈
、
所
削
「
呼
ぴ
怖
吹
き
の
ハ
シ
ス
」
を
そ
の
先
航
者
と
す
る
J
…
川
七
六
年
白
農
民
陰
謀
に
趨
測
る
。
て
か
ら
も
、
而
し
て
と
の
陰
謀
が
服
一
服
さ
れ
一
川
九
二
年
の
オ
ラ
シ
グ
良
氏
一
投
、
一
問
九
七
年
頃
の
ア
レ
シ
ア
一
投
、
一・Z
仏・
0
二
年
の
プ
ン
ド
シ
品
1
再
組
織
に
よ
る
陰
謀
ハ
米
前
に
限
服
さ
る
）
・
及
び
プ
シ
ド
シ
ユ
1
再
々
…
利
融
に
よ
る
一
五
一
一
一
一
年
か
ら
一
五
年
に
亘
る
各
方
面
の
動
乱
等
々
の
、
諸
一
投
陰
謀
が
各
地
に
於
て
斑
生
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
偶
k
金
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
感
動
せ
し
め
た
ル
1
－
ア
ル
の
反
抗
思
想
を
動
因
と
し
、
近
世
机
れ
合
史
上
に
於
げ
お
宵
挑
一
段
の
地
位
五
五
近
世
枇
O
H
史
上
に
於
げ
ぜ
行
抗
一
挨
の
地
位
‘L
－、
7
A
J
J
 
よ
り
円
四
的
な
、
上
り
利
純
的
な
一
挽
と
し
て
勃
琵
し
、
起
に
有
名
な
る
別
地
出
民
税
争
と
な
っ
た
認
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
亦
一
五
七
年
以
昨
に
於
る
担
一
氏
一
投
、
此
巾
也
氏
職
守
－
を
「
政
刊
の
生
前
mm
出
が
批
も
良
好
な
」
ラ
イ
シ
河
陣
。
ア
ル
サ
ス
地
方
に
の
み
琵
坐
し
た
品
部
的
の
も
の
と
附
仰
す
る
の
は
常
を
仰
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
折
か
る
全
欧
州
的
な
、
有
機
的
な
諸
一
投
を
枇
合
問
題
で
も
「
階
純
悶
併
の
牛
田
」
で
も
枇
合
忠
却
の
現
れ
で
も
な
い
と
す
る
事
の
出
来
た
い
り
は
自
明
で
あ
る
と
忠
ふ
。
次
に
博
士
は
、
1
1町
は
己
れ
か
ら
が
木
引
の
間
四
な
の
で
あ
る
が
1
i
「
円
本
の
百
姓
一
撲
も
先
づ
大
抵
（
澗
巡
の
一
挽
と
）
似
た
り
寄
っ
た
り
の
現
段
で
あ
っ
て
」
附
純
附
守
の
牛
聞
で
も
枇
合
思
想
の
現
れ
で
も
な
い
と
言
は
れ
る
。
一
川
合
思
想
の
現
れ
で
あ
る
か
無
い
か
に
就
τは
戎
別
に
於
て
辿
べ
る
が
、
百
姓
一
挽
が
附
純
川
争
で
な
い
と
骨
一
日
ふ
博
士
の
抑
意
見
は
明
か
に
仰
に
詐
ち
銑
ね
る
。
抑
も
百
姓
一
投
は
、
前
引
に
於
て
辿
ベ
た
如
く
、
花
氏
が
そ
の
支
配
者
た
る
武
士
附
扱
の
統
制
に
管
柿
服
泊
を
思
ヒ
、
こ
れ
を
排
除
制
減
せ
ん
と
し
た
事
か
ら
牝
七
た
も
の
な
ωで
あ
る
。
而
か
も
と
の
文
問
問
係
は
針
挫
枇
A
M
U
の
県
舵
を
な
す
路
間
的
制
度
で
あ
る
か
ら
、
持
も
封
恕
枇
舎
を
前
提
ず
る
限
り
こ
れ
は
必
然
的
に
慢
生
ナ
ベ
合
も
の
な
り
で
あ
る
。
故
に
例
八
百
姓
一
投
が
、
今
日
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
解
放
部
助
と
拾
っ
て
「
企
問
問
同
盟
」
と
か
「
イ
ン
タ
ー
テ
シ
ヨ
ナ
ル
」
と
か
す
ふ
杭
た
も
の
を
中
心
と
し
て
科
仰
が
古
川
川
的
な
悶
肺
も
持
た
や
ノ
、
階
級
的
向
mAも
判
然
と
仔
・
和
し
て
ゐ
な
か
っ
た
川
で
、
枠
制
的
に
川
目
し
た
叫
A
日
に
於
て
そ
れ
が
被
支
配
附
殺
の
共
通
性
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
つ
の
mm純
闘
争
の
明
は
れ
と
し
て
凡
て
主
し
文
ヘ
な
い
訟
で
あ
ら
う
。
特
性
で
あ
る
な
ら
ば
否
、
ニ
れ
を
「
附
級
闘
争
の
小
而
」
と
し
て
見
る
時
に
初
め
て
、
刀
抗
一
抗
は
山
九
百
と
し
て
有
官
誌
な
思
的
別
段
と
な
っ
て
掠
る
の
で
あ
る
。
百
姓
一
探
と
草
命
性
封
控
枇
作
は
、
此
出
に
改
め
n
℃
説
く
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
日
身
の
内
也
ナ
る
自
己
否
定
の
矛
附
に
よ
っ
て
必
然
的
に
崩
壊
し
た
心
で
あ
っ
て
、
百
抗
一
段
は
こ
の
川
町
別
過
棋
に
於
て
必
然
的
に
琵
生
し
た
恨
生
的
現
象
形
態
な
の
で
あ
る
。
即
ち
百
姓
一
挽
は
、
封
建
枇
曾
の
崩
壊
に
そ
れ
自
身
能
町
的
な
校
制
を
前
じ
て
は
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
飽
く
ま
で
眼
前
の
苦
柑
川
駅
一
泊
よ
り
脱
却
ぜ
ん
が
鴻
に
惹
起
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
枇
合
机
納
の
削
山
本
を
目
的
と
す
る
ま
う
な
革
命
性
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
然
る
に
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
や
ν
l
－
一
ズ
ム
を
絞
ら
に
公
式
化
し
、
経
典
化
し
て
之
処
れ
り
と
し
て
ゐ
る
人
訟
の
中
に
は
、
円
引
が
非
で
も
引
姓
一
日
伐
を
一
一
仰
の
革
命
運
動
と
し
て
見
ね
ば
置
か
ぬ
か
の
如
〈
和
々
な
却
九
州
づ
け
を
す
る
に
吸
々
と
し
て
ゐ
る
米
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
次
ぎ
に
初
出
す
る
の
は
必
守
し
も
右
の
引
例
で
は
な
く
、
こ
れ
は
こ
れ
と
し
て
充
分
な
立
味
も
あ
り
、
慣
他
（
小
説
的
価
仙
）
も
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
の
隈
将
勝
織
成
中
山
氏
は
、
今
年
の
改
逝
新
年
蹴
所
献
の
戯
山
「
昨
起
」
（
天
保
義
民
保
に
羽
は
れ
た
天
保
十
三
年
の
江
州
一
段
の
始
末
を
戯
曲
化
し
た
も
の
ν
の
中
で
、
丁
度
布
の
入
詑
の
矧
論
に
迎
合
し
さ
う
な
官
誕
を
一
、
一
一
そ
の
按
場
者
に
言
は
し
め
て
知
ら
れ
る
。
江
州
一
段
を
い
よ
／
、
判
斑
さ
せ
る
か
否
か
に
就
い
て
の
村
氏
代
表
者
将
校
の
府
で
、
代
表
肴
の
一
人
叩
は
「
幕
府
な
ん
か
も
う
前
れ
か
IW 
't ノ
か
つ
て
ゐ
る
ん
だ
よ
と
云
ひ
乙
は
「
都
府
を
倒
し
て
こ
そ
、
無
論
、
お
れ
起
の
解
放
は
ほ
ん
と
に
出
来
る
ん
だ
」
と
。
併
し
、
こ
れ
に
別
し
て
史
慨
を
根
城
と
し
て
早
訓
的
批
判
そ
加
へ
る
な
ら
ば
、
持
し
て
常
時
天
保
年
間
の
史
民
が
「
幕
府
た
ん
か
も
う
出
れ
か
か
っ
℃
ゐ
る
ん
だ
」
と
か
「
幕
府
を
倒
し
て
こ
そ
、
無
論
、
た
れ
訟
の
解
放
は
ほ
ん
と
に
出
来
る
ん
」
だ
と
か
い
ふ
風
に
判
然
と
近
世
一
枇
命
口
史
上
に
於
げ
る
百
抗
一
授
の
地
位
ヨL
七
｝
辺
恢
抗
措
H
・
丸
卜
（
円
い
於
げ
る
同
姓
一
挽
の
地
位
Ti. 
A 
対
建
制
伐
の
川
崎
を
立
山
し
、
彼
等
の
組
し
た
一
段
砕
助
の
目
的
を
枇
合
判
織
の
跡
、
引
に
た
い
た
か
ど
う
が
は
兆
一
だ
掠
は
し
い
。
恐
ら
く
J
’
 
百
姓
一
時
に
は
州
出
動
的
に
枇
合
同
沌
棋
を
目
的
と
す
る
が
如
き
革
命
性
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
以
は
れ
る
。
又
骨
っ
て
小
野
博
士
は
一
五
は
れ
た
l
l
「
徳
川
都
’
肘
の
倒
れ
た
る
に
就
い
て
は
叩
虫
ず
べ
き
地
多
の
方
同
が
ゐ
る
が
、
所
在
に
飾
起
し
て
世
を
悩
し
た
る
行
政
一
段
を
も
、
そ
の
閉
山
の
中
に
放
へ
て
可
な
り
と
忠
ふ
。
：
：
：
各
地
の
百
舵
時
が
封
挫
制
度
の
昭
一
泊
に
抗
争
し
た
る
一
晩
暴
動
の
功
仰
を
も
そ
の
中
に
批
ふ
べ
合
で
あ
る
。
勿
論
一
便
暴
動
が
紘
新
の
鴻
設
に
寄
興
し
た
る
道
行
は
極
め
て
地
味
で
あ
り
、
又
そ
の
峨
峨
力
の
作
用
は
制
に
旭
り
て
タ
に
的
ゆ
る
紘
脊
花
火
の
如
く
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
然
か
も
消
し
崩
し
的
に
封
建
制
度
の
土
議
を
摘
が
せ
、
そ
の
鼎
抑
力
を
弛
絞
せ
し
め
、
変
射
し
た
る
武
門
階
級
の
民
間
を
世
間
に
恭
帰
せ
し
め
た
る
効
果
は
多
大
で
あ
っ
た
。
争3
3己
i亡
於
て
乎
、
今
代
の
史
家
が
明
治
維
新
山
内
h
f
－
草
す
る
に
際
し
て
隠
史
の
た
め
に
制
く
す
引
は
管
に
村
誌
に
市
治
に
限
れ
る
名
も
な
き
英
雄
の
説
誠
に
封
ず
る
良
き
供
認
で
あ
る
計
り
で
な
く
」
云
々
。
〈
山
中
央
公
市
大
正
十
川
年
一
一
一
月
脱
「
行
政
一
段
物
情
」
）
故
に
小
町
博
士
に
伏
れ
ば
、
百
川
一
段
は
木
質
的
に
枇
合
判
椴
を
鑓
本
す
る
杭
械
的
能
力
を
持
っ
て
ゐ
た
と
一
辺
ふ
取
に
な
る
。
併
し
こ
れ
は
博
士
が
借
り
に
「
村
部
に
却
設
に
附
れ
る
名
も
な
き
英
雄
の
詫
叫
に
針
」
し
て
悩
笥
的
店
銘
を
持
た
れ
描
ぎ
た
結
果
だ
と
思
ふ
。
百
位
一
段
は
叫
に
上
地
し
た
如
く
封
恐
制
民
を
石
川
北
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
。
否
、
中
に
は
柏
械
的
に
封
建
制
度
を
赴
認
し
た
一
段
さ
へ
あ
る
。
例
へ
ば
、
洞
州
店
内
ハ
天
保
十
一
、
一
一
年
）
、
飛
mm山
（
元
政
五
年
〉
、
備
格
稲
山
〈
冗
時
十
一
年
〕
、
江
川
市
生
（
弘
化
一
一
一
年
・
）
、
等
の
一
挽
は
持
政
を
布
い
て
ぬ
た
悦
主
の
帥
件
付
に
区
別
し
て
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
野
博
士
は
又
「
一
従
軍
の
指
部
品
4
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
と
一
足
ふ
に
、
：
：
：
州
官
界
川
カ
筑
ね
備
は
っ
た
る
天
的
の
英
才
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
拐
犯
訴
の
首
悦
は
如
何
に
も
不
侭
故
天
の
恐
指
で
で
も
あ
る
か
の
桜
に
思
は
れ
る
け
れ
E
も
、
彼
等
が
常
時
の
枇
A
げ
に
於
℃
克
く
も
彼
れ
程
の
一
唱
を
成
し
符
た
こ
と
を
推
し
考
へ
見
れ
ば
、
共
の
汁
悦
が
何
れ
も
相
岱
の
人
物
で
あ
っ
て
、
人
心
を
牧
附
加
す
る
に
見
る
何
物
か
を
伽
へ
て
ゐ
た
の
に
出
は
な
い
。
」
（
前
掲
と
て
一
院
の
主
持
者
に
最
上
級
の
謎
俳
を
犯
し
て
民
ら
れ
る
所
よ
り
見
て
、
戎
ひ
は
は
博
士
の
革
命
誌
は
、
主
謀
者
の
英
雄
的
一
日
動
に
陶
酔
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
も
瓜
は
れ
る
。
成
る
釈
脱
却
は
械
に
「
押
身
内
川
力
衆
ね
仙
は
っ
た
る
天
崎
の
英
才
」
で
あ
っ
た
に
は
相
異
な
い
。
丹
後
一
挽
の
百
れ
新
兵
術
、
江
州
一
恨
の
土
川
平
兵
知
、
松
本
一
投
の
多
旧
加
助
得
々
の
如
く
、
支
配
階
級
の
日
駆
的
統
制
、
「
漏
詐
と
間
牒
と
明
哨
と
析
凶
」
の
滋
刑
の
前
に
敢
然
と
し
て
闘
争
す
ろ
事
の
出
来
た
釈
の
「
兆
枇
」
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
一
段
軍
の
「
指
揮
者
」
が
勤
ま
っ
た
拐
で
あ
ら
う
。
併
し
粕
川
「
英
雄
」
の
内
脊
も
時
代
的
の
も
の
で
あ
る
以
上
日
時
の
「
英
雄
L
の
智
識
程
度
よ
り
拍
祭
し
て
見
て
も
、
枇
合
間
半
の
革
命
的
珂
想
を
持
っ
て
ゐ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
叉、
一
授
は
常
に
共
の
宇
一
謀
者
の
悲
惨
な
由
刑
を
犠
牲
と
し
た
に
も
拘
は
ら
歩
、
共
の
結
果
に
於
て
は
、
対
ん
ど
大
蹴
の
場
合
成
功
を
牧
め
得
た
と
い
ふ
事
慌
に
徴
し
て
見
て
も
、
封
と
か
、
買
枕
の
附
加
と
か
い
ふ
如
き
校
喋
的
制
度
の
排
除
に
あ
っ
た
と
い
ふ
堺
は
明
か
で
あ
る
0
6
結
っ
て
、
百
川
ニ
悦
は
、
維
持
の
倒
幕
運
動
に
も
何
等
他
動
的
に
持
興
ず
る
所
な
く
、
一
携
の
目
的
は
、
決
し
て
枇
合
制
度
の
根
本
的
蝿
革
仙
寺
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
飼
主
の
特
倒
幕
活
動
と
は
併
行
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る。
近
世
枇
合
史
ム
に
於
げ
る
一
日
抗
一
授
の
地
位
ヲi.
ゴむ
｝
也
佐
一
川
令
山
九
上
日
い
於
げ
る
一
日
姑
一
投
の
地
位
。
之
を
裂
す
る
に
、
口
比
一
投
は
、
出
川
封
挫
社
合
の
前
民
地
科
に
於
て
、
被
支
配
附
紋
た
る
出
品
が
其
の
支
配
階
級
よ
り
し
て
生
や
る
開
．
迫
骨
仰
を
排
除
制
減
せ
ん
が
泊
に
必
然
的
陀
殻
生
し
た
る
一
つ
の
附
紋
間
ザ
の
現
は
れ
で
あ
る
。
市
し
て
そ
れ
は
、
吋
悲
制
皮
そ
製
本
す
る
の
抽
出
制
的
革
命
性
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
活
し
、
百
姓
一
段
が
、
対
詑
枇
A
M
U
の
前
誌
に
何
等
か
の
聞
係
あ
っ
た
も
の
と
す
る
た
ら
ば
、
｝
の
股
酌
が
間
接
的
効
県
を
以
て
そ
れ
が
崩
成
を
促
詑
せ
し
め
た
と
い
ふ
事
で
あ
ら
う
。
